
�

Trademark of American Soybean Association 

「ほくたん便り」は、資源保護のため環境に優しい
ソイ（大豆油）インキで印刷しています。

■編集／発行：北但行政事務組合
■組合構成市町：豊岡市・香美町・新温泉町

　

４
月　

日
に
第　

回
候
補
地
選
定
委
員
会

２３

１１

が
開
催
さ
れ
、
協
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で

森
本
・
坊
岡
区（
豊
岡
市
竹
野
町
）を
広
域
ご

み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
候
補
地
と
し
て
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

（
豊
岡
市
竹
野
町
） 
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●
理
解
度
が
高
い
箇
所
を
選
定

　

４
月　

日
、
豊
岡
市
立
図
書
館

２３

で
第　

回
候
補
地
選
定
委
員
会
が

１１

開
催
さ
れ
、「
森
本
・
坊
岡
区
」が
候

補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
寺
嶋
委
員
長
か
ら
中
貝

管
理
者
に
選
定
結
果
が
報
告
さ
れ
、

同
日
、
直
ち
に
北
但
１
市
２
町
長

で
構
成
す
る
組
合
正
副
管
理
者
会

を
開
催
し
、
委
員
会
の
報
告
ど
お

り
「
森
本
・
坊
岡
区
」
を
正
式
に

候
補
地
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
昨
年　

月
に
設
置
さ

１１

れ
て
以
来
、
先
進
地
視
察
や
候
補

地
の
現
場
確
認
な
ど
も
行
い
慎
重

な
審
議
、
検
証
を
踏
ま
え
て
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
書
で

は
、「
選
定
地
に
お
い
て
循
環
型
社

会
の
実
現
に
ふ
さ
わ
し
い
、
環
境

創
造
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ

う
期
待
す
る
も
の
で
す
」と
の
提
言

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
次
ペ
ー
ジ
選
定

手
法
フ
ロ
ー
図
の
と
お
り
、
①
市

町
有
地
、
②
土
地
情
報
が
提
供
さ

れ
た
候
補
地
、
③
除
外
条
件
を
ク

リ
ア
し
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
候

補
地
の
３
つ
の
枠
を
決
め
、
ま
ず

一
次
評
価
等
を
行
い
一
次
候
補
地

５
箇
所
を
選
定
し
、
公
表
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、二
次
評
価
を
行
っ

て
３
箇
所
を
選
定
、
さ
ら
に
１
箇

所
を
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
箇
所
か
ら「
森
本
･
坊
岡
区
」

を
選
定
し
た
理
由
は
、
両
区
と
も

候
補
地
に
選
定
さ
れ
た
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
受
入
れ
、
容
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
区
で
確
認
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
区
と
し
て
の
理
解

度
が
高
い
こ
と
、
ま
た
、
他
の
候

補
地
に
比
べ
、
収
集
運
搬
効
率
が

高
い
こ
と
な
ど
総
合
的
観
点
か
ら

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
箇

所
に
お
い
て
、選
定
か
ら
外
す
、ま

た
、
選
定
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由

は
別
表
の
と
お
り
と
さ
れ
て
ま
す
。

●
今
後
の
予
定
や
計
画

　

今
後
の
進
め
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
生
活
環
境
影
響
調
査
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
地

元
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
こ

れ
は
、
施
設
が
完
成
し
た
際
、
生

活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
あ
ら
か

じ
め
予
測
、
評
価
し
、
施
設
整
備

計
画
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
そ
の
た

め
１
年
間
か
け
て
、
大
気
や
河
川

の
水
質
、
騒
音
な
ど
を
事
前
に
調

べ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
を
設
置
す
る
区
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ

し
て
い
る
よ
う
に
、
循
環
型
社
会

の
実
現
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
的
な

環
境
創
造
の
取
組
み
を
展
開
す
る

た
め
の
「
地
域
振
興
計
画
」
を
施

設
建
設
と
セ
ッ
ト
で
実
施
し
て
い

く
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
地
元
地
区
の
皆

様
と
十
分
に
協
議
し
な
が
ら
具
体

的
な
計
画
を
作
成
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の

環
境
に
対
す
る
不
安
や
疑
念
な
ど

に
お
応
え
す
る
た
め
、
ま
ず
は
最

新
鋭
の
近
代
的
な
施
設
を
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
た
め
、
類
似
規
模
の
先
進
地
視

察
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
排
ガ
ス
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
詳

し
い
第
三
者
で
あ
る
学
識
者
や
専

門
家
を
招
い
て
の
学
習
会
、
研
修

会
等
を
予
定
し
て
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

選定委員会 

慎重な審議、 
検証を踏まえて 
　　　　  選定 

候補地選定結果について

森本・坊岡区以外の候補地について

森本・坊岡区を選定した理由

・両区とも総会、全体集会において、候補地として選定され
た場合、それぞれ受け入れ及び容認することが確認されて
おり、両区とも区としての理解度は高いと思われる。

・進入路については、現市道を拡幅しないことを望まれてお
り、組合が検討した結果、民家からさらに離す計画とする
ことも可能であると見込まれる。

・敷地・進入路工事の難易度については、３候補地に大きな
差は無い。

・収集運搬効率においては、特に大きな差はないが、３候補
地の中で最も優れている。

・以上から総合的な観点において、森本・坊岡区を選定した。

●第１０回選定委員会（Ｈ２０．３．２２）

●第１１回選定委員会（Ｈ２０．４．２３）

選定から外す理由候補地名

・当該地区の土地関係者調査の結果、付替道路部、
進入道路部及び敷地内に反対声明が明確な隣接地
区在住者が存在している。

・このため、用地の入手が困難であると判断したため。

辻区

・当該地区（候補地）付近に「二見水源」があり、杭
工事等による地下水脈の影響について調査する必
要があるが、調査には３～４年かかるものと見込
まれる。

・搬入路・工事用道路の取付工事延長が長く、工
費・工期の面で問題が多いため、これらの不確定
要素を払拭し難い。

伊賀谷区

選定をするに至らなかった理由候補地名

・河道掘削土埋立てによる軟弱土（有機質土）の長
期的対策が課題として残る。

・八代区から施設候補地選定についての「申し入れ
書」が、八代地区区長会から反対の「申し入れ
書」がそれぞれ組合に提出されており、理解を求
めるためには、時間を要すると思われる。

・このため、当該地区は建設に至るまでに相当期間
を要することから、今回は見送ることとした。

小河江・
八代区

・施設用地が調整池と施設建設用地に分離されるた
め、将来にわたって維持管理上の課題が残る。

・収集運搬効率においては、特に大きな差はないが、
３候補地の中では最も劣っている。

・袴狭区において、営農者の風評被害を懸念する声
が日増しに強まり、区としての姿勢も後退してい
ると思われる。

・このため、当該地区は建設に至るまでに相当期間
を要することから、今回は見送ることとした。

口小野・
袴狭区
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▼第１１回候補地選定委員会（４月２３日）

候補地選定の手法フロー図

区内で自主的に確認 
され、情報提供につ 
いて区の同意が得ら 
れている候補地 

区内の意思が確認 
されていない候補地 

一次評価 

二次評価 

候補地の選定 

一次候補地　計5箇所 

選定地域内（ごみ・汚泥量重心から 
概ね主要幹線道路延長１５km範囲） 

1箇所 
小河江・八代区 

2箇所 
辻区、伊賀谷区 

森本・坊岡区 

2箇所 
森本・坊岡区、 
口小野・袴狭区 

3箇所 
　小河江・八代区、 
　森本・坊岡区、 
　口小野・袴狭区 

1箇所 

2箇所 4箇所 

23箇所 

6箇所 116箇所 

2箇所 

市町有地 土地情報が提供 
された候補地 

除外条件をクリアし、 
リストアップした候補地 （市・町・土地開発公社） 

候補地選定委員会　主な取組み経過表

内　　　容月　日

委員会方式による候補地選定方針の決定
　施設候補地選定方式について、直接決
定方式、委員会方式、公募方式の３つ
の方式を比較検討し、委員会方式に決
定した。

Ｈ１９．９．１４

住民代表公募委員の募集
　3名の委員を公募

１０．１

学識経験者選定委員の委嘱　３名１０．１９

住民代表等委員の委嘱　１２名１１．１

住民代表委員による先進地視察
　場所：福知山市環境パーク、クリーン
センター加古川

１１．６

第１回候補地選定委員会開催（一部公開）
　選定委員会委員委嘱について、正副委
員長の選出等

１１．２１

第２回候補地選定委員会開催
　委員会の進め方について等

１２．１９

第３回候補地選定委員会開催
　一次評価項目（案）について等

Ｈ２０．１．９

第４回候補地選定委員会開催（非公開）
　一次評価項目修正について等

１．１０

代表委員による現地確認１．１５・２１・２２・
２７

第５回候補地選定委員会開催
　５箇所選定・公表

１．２８

委員による現地確認２．１２・１５・１８

第６回候補地選定委員会開催
①一次候補地（５箇所）　現地確認の報告
②二次評価項目について等

２．１９

第７回候補地選定委員会開催（非公開）
①各候補地区意見聴取について
②市有地及び情報提供地の除外条件等の
検証について等

２．２６

第８回候補地選定委員会開催
　二次評価について等

２．２７

第９回候補地選定委員会開催（非公開）
　二次評価について等

３．７

第１０回候補地選定委員会開催
　候補地３箇所の選定・公表

３．２２

第１１回候補地選定委員会開催
　森本・坊岡区を候補地として選定・公表

４．２３

▲寺嶋委員長から選定報告を受ける中貝管理者
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去
る
４
月　

日
、
第　

２３

１１

回
選
定
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
同
日
、
寺
嶋
委
員
長

よ
り
「
広
域
ご
み
・
汚
泥

処
理
施
設
候
補
地
」
と
し

て
、「
森
本
・
坊
岡
区
」

を
選
定
し
た
と
の
ご
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
を
い
た
だ
い
た
後
、

直
ち
に「
組
合
正
副
管
理

者
会
」を
開
催
し
、委
員
会

選
定
結
果
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
結
果
、
委

員
会
報
告
の
と
お
り
「
森

本
・
坊
岡
区
」
を
、
全
員

一
致
を
も
ち
ま
し
て
候
補
地
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
円
満
な
建
設
に
向
け
て

は
、
周
辺
地
区
な
ど
の
ご
理
解
も

重
要
な
課
題
で
す
。
隣
接
地
区
・

周
辺
地
区
に
対
し
て
も
事
業
説
明

会
、
環
境
学
習
会
等
を
開
催
し
、

「
安
全
・
安
心
な
施
設
」
と
し
て

全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
だ
く

な
か
で
、
円
滑
な
施
設
整
備
が
行

え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
を
建
設
す
る
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
整
備
と

同
時
に
生
活
環
境
保
全
と
増
進
に

配
慮
し
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に

ふ
さ
わ
し
い
先
進
的
な
環
境
創
造

の
取
組
み
を
展
開
す
る
た
め
の

「
地
域
振
興
計
画
」
も
合
わ
せ
て

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
ご
み
問
題
」
は
、
社
会
生
活
を

営
む
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

で
あ
り
、
衛
生
的
に
生
活
し
て
い

く
た
め
に
も
処
理
施
設
は
必
ず
必

要
な
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
、
選

定
さ
れ
た
地
区
住
民
の
皆
さ
ま
、

ま
た
周
辺
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
本
事
業
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
、
何
と
ぞ
格
別
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
安

全
・
安
心
な
施
設
」
の
整
備
に
向

け
、
最
大
限
の
努
力
を
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
北
但
１
市
２
町
の
住
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
さ

ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
よ
り
ス
リ

ム
な
施
設
整
備
が
推
進
し
て
い
け

る
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

施設建設に 
　 ご理解とご協力を 

北但行政事務組合 
管 理 者 中  貝  宗  治 

　

候
補
地
の
選
定
及
び

決
定
に
至
る
ま
で
の
経

過
、
委
員
会
で
の
選
定
理
由
等
を

組
合
議
会
に
説
明
、
報
告
し
、
そ

の
後
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
議
会
閉
会
後
、
組
合

職
員
の
案
内
に
よ
り
、
組
合
議
員

が
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

●
第　

回
５０

　
　

議
員
協
議
会
を
開
催

5
2

候補地決定までの主な経過
内　　　　容時　　期

施設推進協議会総会にて、豊岡市日高
町上郷を適地として絞り込む。
以降、同区と生活環境影響調査実施等
について交渉開始する。

Ｈ１６年６月

上郷区から上記調査受入れは不同意と
の回答があり、同区での建設を断念する。

Ｈ１９年７月

選定方式を委員会方式とする。　　　９月

学識者、市・町民、公募委員、行政職員
１５名で構成する「候補地選定委員会」
を設置。
第１回委員会を開催する。

　　　１１月

第５回委員会にて、小河江・八代区、
辻区、伊賀谷区、口小野 ･袴狭区、森
本･坊岡区の５箇所を一次候補地とし
て選定する。

Ｈ２０年１月

第１０回委員会にて、５箇所から、小河
江・八代区、口小野 ･袴狭区、森本 ･
坊岡区の３箇所を選定する。

　　　３月

第１１回委員会にて、森本 ･坊岡区を候
補地として選定する。

　　　４月

▲

選
定
委
員
に
謝
辞
を
述
べ
る
中
貝
管
理
者

（
右
）、
藤
原
副
管
理
者（
中
）、
馬
場
副
管

理
者（
左
）


